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鉄道駅周辺の地域特性を活かした
モビリティ・マネジメント事業の展開

〜もりおか総合交通戦略における3年間の取組〜
盛岡市

盛岡市では、「⾃家⽤⾞利⽤を抑制し、公共交通や⾃転⾞への転換を図る」の実現化に向け、概
ね10年後を⽬標として実施する様々な取組を効果的かつ段階的に進めるための計画として「もりおか
交通戦略」を策定し、各種交通施策を展開している。
モビリティ・マネジメントはその1つに位置づけられており、JR⼭⽥線といわて銀河鉄道線を対象にそれ

ぞれの地域の特性に合わせたモビリティ・マネジメント事業を展開したものである。

◆⾃家⽤⾞に頼りすぎない、まちづくりを⽬指して…

３ つのプロジェクト

▼盛岡市の位置図
⼭⽥線

いわて銀河鉄道線

東北新幹線

秋⽥新幹線

得 られた効果

地域の特性に合わせたモビリティ・マネジメント事業を展開するために、JR⼭⽥線、いわて
銀河鉄道線の2路線で３つのプロジェクトをそれぞれの状況にあわせて実施した。

 ⼭⽥線試乗体験イベント・当⽇の感想について意⾒交換
 乗⾞体験・意⾒交換会を同時実施したことで更なる意識向

上に繋がった。また、実際に乗⾞し、⽇常⽣活の⼀部として
JR⼭⽥線利⽤のシュミレーションが⾏えた。

 「ファンクラブ」設⽴による⼭⽥線の利⽤促進に向けたアイディ
ア意⾒交換
 会員数は110⼈（平成27年6⽉19⽇現在）おり、「環境

美化」「情報発信」等活動⽬的別に実⾏グループが形成さ
れ、住⺠の⽅々の主体的な活動に繋がった。

 ニューズレターの発⾏
 沿線が⼀体となって活動を周知することで地域主体、継続

的な取り組みをＰＲすることができた。

本プロジェクトを通して、地域特性を⼗分理解し、鉄道利⽤の実態、住⺠⽬線・⾏動に合わせた
モビリティ・マネジメントを展開することで、住⺠が中⼼となった⾏動変容に繋がることが確認できた。

上記のプロジェクトを各駅の地域特性に応じて展開した。それぞれの地域で⾏動変容が⾒られた。特にJR⼭⽥線の2駅については以下のような効果が得られた。

鉄道利⽤者が増加し、運⾏本数の維持・確保に繋がった。また、鉄道試乗イベント・ワークショッ
プの実施により、鉄道に対する愛着、鉄道利⽤の魅⼒を感じることで、住⺠が⾃ら活動できる「JR
⼭⽥線ファンクラブ」の設⽴まで繋がった。現在でも住⺠主体で活動しており、市⺠協働型モビリ
ティ・マネジメントの可能性を確認できた。

⼭岸駅：居住者対象MM 上盛岡駅：事業者対象MM
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▼社会実験終了後の可能性

 事業所への利⽤促進策の実施（訪問ヒアリング）
 上盛岡駅周辺の事業所は、盛岡駅からのアクセスも可能なことに加え、あまり利⽤さ

れていない状況が把握できた。
 岩⼿⼤学ではノーマイカーウィークを実施、従業員が⾃家⽤⾞理容を控える取り組み

が為されていることを確認できた。
 事業所への利⽤促進策の実施（コミュニケーションアンケート啓発資料）
 ポケット時刻表など、⾏動を促すための具体資料を提供することで更なる意識付けが

された。
 駅周辺環境整備
 利⽤環境向上による、駅利⽤者増加が期待された。

できるかもしれない
9.8%

今も利⽤している
2.7%

できない
82.0%

無回答
5.4%

マイカー
72%

マイカー以外
28%

N=294

▼現在の通勤⼿段 ▼⼭⽥線利⽤可能性

※Ｈ27.10⽉
上盛岡駅〜企業アンケート

（407⼈回答）

▼啓発冊⼦

▼ポケット時刻表

▼ワークショップの様⼦

▼まち歩きの様⼦

▼ぶらっとマップ

▼ニューズレター

▼駐輪場整備

▼事業者アンケート

(1)⾏動変容のきっかけづくりのための啓発冊⼦の作成
利⽤可能性のある世帯へ啓発冊⼦や鉄道増便・路線バス実証運⾏に合わせた、

時刻表などの乗継利⽤インセンティブ提供を実施した。

(2)市⺠主体となる⾏動変容につながる意識の醸成
ワークショップ・利⽤体験イベントを通して、JR⼭⽥線ファンクラブを設⽴し、市⺠協

働型モビリティマネジメントを実施した。
沿線の名所・観光スポットの魅⼒を地域内外の⽅にPRし、よりたくさんの⽅に⼭

⽥線を利⽤して頂くための『やまぎし駅周辺ぶらっとマップ』を作成、具体な作業計
画、活⽤⽅法を話し合った。しれない」と思うきっかけづくりをおこなった。

(3)実施結果のフィードバックによる⾏動変容の創出
アンケート等を実施し、公共交通の利⽤実態と実際の利⽤を想定した活⽤⽅法

を把握した。得られた知⾒をニューズレターによって周知することで「利⽤できない」と
考えていた住⺠を「利⽤できるかもしれない」と思うきっかけづくりをおこなった。

▼Facebook Jr⼭⽥線ファンクラブ本部
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